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Ⅴ 資料編 

１．調査票 

（１）支援従事者調査 

 

 

 

アウトリーチ型情報提供に関するアンケート調査 

（支援従事者向け） 
 

 
 
本アンケートは、支援を必要とする方々に対し、行政や支援機関がどのように情報を届けていくことが

効果的かを把握し、今後の情報提供のあり方を検討するために実施するものです。 

支援に携わる皆さまの日々の経験や現場感覚を踏まえたご意見をお聞かせください。 

回答時間は およそ 10 分程度 を想定しています。 

 

令和 7 年 11 月 

沖縄県  こども未来部 女性力・ダイバーシティ推進課 
 
 

 

 
＜アンケート調査内容に関する問い合わせ先＞ 

【協力事業者】  株式会社サーベイリサーチセンター沖縄事務所 

沖縄県那覇市久茂地 3-21-1 國場ビル 9 階 

電話：098-860-0652（平日 10～17 時） 
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 回答者情報い                                   

 

問 1. あなたが所属する団体をお答えください。（〇はひとつ） 

１. 公益財団法人おきなわ女性財団 ２. 県福祉事務所 

３. 沖縄県母子寡婦福祉連合会 ４. ゆいはぁと 

５. その他（                                 ） 

 

問 2. 所属団体におけるあなたの雇用形態についてお答えください。（〇はひとつ） 

１. 常勤職員 ２. 非常勤職員（会計年度職員、嘱託職員等含む） 

 

問 3. 所属団体におけるあなたの業務内容についてお答えください。（〇はひとつ） 

1. 相談業務従事者 2. 管理職 

3. その他（                                 ） 

 

問 4. 所属団体において、あなたが現在、支援を行っている対象や支援内容をお答えください。 

（〇はいくつでも） 

1.  女性相談 2.  男性相談 

3.  国際女性相談 4.  セクシュアリティ（LGBTQ）相談 

5.  ひとり親支援 6.  貸付・生活支援 

7.  住宅支援 8.  就労支援 

9.  子育て支援 10. 人材育成 

11. その他（                               ） 

 

問 5. あなたが 現在の所属団体における支援業務に携わってから、どのくらいになりますか。 

（〇はひとつ） 

1. 〜1 年 2. 1〜3 年 3. 4〜6 年 

4. 7〜10 年 5. 11 年以上  
 
 

問 6. これまでの経歴を含め、あなたが問 4 で回答した支援内容のうち、最も長く携わっているものにつ

いて、携わってからどのくらいになりますか。（〇はひとつ） 

１. 〜1 年 ２. 1〜3 年 ３. 4〜6 年 

４. 7〜10 年 ５. 11 年以上  
 
 

問 7. あなたは、現在担当している業務において、週あたりのおおよその相談件数はどのくらいあります

か。（〇はひとつ） 

1. 5 件以下 2. 6～10 件 3. 11～15 件 

4. 16～20 件 5. 21～30 件 6. 31 件以上 

7. 相談対応は行っていない   
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問 8. あなたの主な活動地域はどこですか。 

（〇はいくつでも） 

１. 北部地域 

２. 中部地域 

３. 南部地域 

４. 宮古地域 

５. 八重山地域 
 
 
 
 

 

 

 

 

 支援対象者の状況                                

 

問 9. あなたがこの 1 年間で日常的に対応した相談や支援内容のうち、多かったものを上位 3 つまでお

選びください。 

1. 暴力（DV・デート DV）・家庭内暴力 2. 性暴力、性的虐待 

3. 経済的な困窮 4. 仕事・就職 

5. 妊娠・出産 6. 子育て・生活 

7. 住まいの問題 8. 健康問題（メンタルヘルス含む） 

9. 外国籍に関わる悩み（国際結婚／離婚など） 10. いじめ・ハラスメント 

11. セクシャリティについて（LGBTQ 等）  

12. その他（                                     ） 

 

問 10. あなたは、支援の対象者が相談や支援につながるまでのタイミングについて、どのように感じます

か。（〇はひとつ） 

１. 適切 ２. 少し遅い 

３. かなり遅い ４. 判断できない 

５. その他（                                      ） 
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問 11. あなたが業務の中で相談や支援を行った際に、対象者から「どのようなきっかけで窓口につながっ

た」と聞いたことがありますか。あてはまるものを上位 3 つまでお選びください。 

【Ａ】生活の中で目にする場所・場面 

1. 公共施設（役所・図書館など）でのチラシ・ポスター掲示 

2. 病院、クリニックなどでの案内パンフレット設置 

3. 学校・幼稚園などでの保護者向けプリント配布 

4. 公共交通機関内（バス・モノレール）での広告掲示やチラシ配布 

5. コンビニでのポスター掲示、チラシの配架 

6. 女子トイレ、更衣室などの特定場所でのカード配布 

7. イベントやフェスでのブース設置 

8. 住民説明会・ワークショップでの案内配布 

【Ｂ】個別に届く案内・配布物 

9. 広報誌への掲載 

10. 世帯への郵送（例：給食費減免対象世帯への封書） 

11. 福祉サービス利用者への個別案内 

12. 食品配布・フードバンク利用者への情報同封 

13. 折込チラシ、ダイレクトメールなど 

14. レシート広告（スーパーや商店のレシートに情報掲載） 

【Ｃ】オンライン・デジタル媒体 

15. WEB広告（SNS・検索連動型・バナー広告） 

16. メールマガジン・自治体公式 LINE・チャットボット 

17. 匿名相談アプリや LINE 相談サービスでの案内 

18. SMS・プッシュ通知による周知 

19. YouTube など動画配信での情報提供 

【Ｄ】その他の手段 

20. 地域ラジオ、ケーブルテレビ、フリーペーパーでの広告 

21. マスコット・イメージキャラクターを活用した広報 

22. 口コミ 

23. その他（                                    ） 
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問 12. あなたや所属団体が業務の中で実践している情報提供の手段について該当するものの数字に○をつ

けてください。（〇はいくつでも） 

また、○をつけたそれぞれの手段について、その有効性を４段階で評価してください。（〇はひとつ） 

あなたや所属団体が業務の中で実践している情報提供の手段 

非
常
に
有
効 

有
効 

あ
ま
り
有
効
で
は
な
い 

有
効
で
は
な
い 

記入例） １.公共施設（役所・図書館など）でのチラシ・ポスター掲示     

【A】生活の中で目にする場所・場面  

1. 公共施設（役所・図書館など）でのチラシ・ポスター掲示     

2. 病院、クリニックなどでの案内パンフレット設置     

3. 学校・幼稚園などでの保護者向けプリント配布     

4. 公共交通機関内（バス・モノレール）での広告掲示やチラシ配布     

5. コンビニでのポスター掲示、チラシの配架     

6. 女子トイレ、更衣室などの特定場所でのカード配布     

7. イベントやフェスでのブース設置     

8. 住民説明会・ワークショップでの案内配布     

【B】個別に届く案内・配布物  

9. 広報誌への掲載     

10. 世帯への郵送（例：給食費減免対象世帯への封書）     

11. 福祉サービス利用者への個別案内     

12. 食品配布・フードバンク利用者への情報同封     

13. 折込チラシ、ダイレクトメールなど     

14. レシート広告（スーパーや商店のレシートに情報掲載）     

【C】オンライン・デジタル媒体  

15. WEB広告（SNS・検索連動型・バナー広告）     

16. メールマガジン・自治体公式 LINE・チャットボット     

17. 匿名相談アプリや LINE 相談サービスでの案内     

18. SMS・プッシュ通知による周知     

19. YouTube など動画配信での情報提供     

【D】その他の手段  

20. 地域ラジオ、ケーブルテレビ、フリーペーパーでの広告     

21. マスコット・イメージキャラクターを活用した広報     

22. 口コミ     

23. その他（                        ）     
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問 1３. 支援対象者への情報提供において、有効だと思う手段はどれですか。 

（〇はいくつでも） 

1. チラシ・パンフ 

2. ポスター 

3. 窓口での口頭案内 

4. 出張相談・出張窓口 

5. メール配信 

6. インターネット検索（Google／Yahoo!等） 

7. LINE 公式アカウント 

8. SNS 広告（Ⅹ／Instagram 等） 

9. 行政（市町村・県など）のウェブサイト 

10. 地域回覧や広報誌 

11. 店舗等での同封・配布（物資梱包） 

12. 医療・福祉・教育期間などからの紹介・案内 

13. 知人・友人・家族などからの口コミ・紹介 

14. 匿名相談チャット 

15. マスコット・イメージキャラクターを活用した広報 

16. その他（                                     ） 

 

 

 支援・情報提供における困難                           

 

問 14. あなたが支援対象者への情報提供を行う上で、提供が困難であると感じる理由はどのようなもので

すか。（〇はいくつでも） 

1. 対象者が情報にアクセスできない（ツールを持たない、能力がない） 

2. 対象者が情報アクセス先を知らない 

3. 対象者が情報にアクセスする意欲がない 

4. 言語や文化の壁 

5. 相談に行く心理的ハードル 

6. 個人情報や安全面の配慮が必要で提供に制約がある 

7. 広報の内容が分かりにくい 

8. 対象者が支援を必要とは思っていない 

9. 対象者が自分は対象外と思っている 

10. 対象者が自分は支援対象だと認識しているが、受け入れを拒む 

11. その他（                                     ） 
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問 15. あなたの業務の中で、特に情報が届きにくいと感じる対象者層はどのような方ですか。あてはまる

ものを上位 3 つまでお選びください。 

【年代】  

1. 10 代（中高生など） 2. 20～30 代（若年層） 

3. 40～50 代（中年層） 4. 60 代以上（高齢層） 

【属性・背景】  

5. 外国人（英語圏） 6. 外国人（非英語圏） 

7. 性的マイノリティ（LGBTQ など） 8. 女性 

9. 男性  
  

【生活状況・就労環境】  

10. 正規労働者（フルタイム勤務者） 11. パートタイム・非正規就労者 

12. 夜間勤務・不規則勤務者 13. 離島・中山間地域在住者 

14. ひとり親世帯 15. 学生 

16. 働いていない方  

【困難を抱える方】  

17. DV や家庭内暴力の被害を受けている方 18. 性暴力被害を受けた方 

19. 精神的・心理的な不調を抱える方  

20. その他（                                    ） 

 

 

 支援従事者の情報入手                              

 

問 16. あなたの業務に必要な行政・支援情報は、主にどこから入手していますか。該当するものすべてを

選んでください。（〇はいくつでも） 

１. 国・県からの通知・連絡 ２. 市町村からの通知・連絡 

３. 関係団体からの共有 ４. 研修・会議 

５. ホームページ ６. SNS 

７. その他（                                      ） 

 

問 17. 県から配信される事業や支援に関する情報は、どの程度分かりやすいと感じますか。 

（〇はひとつ） 

１. 非常にわかりやすい →問 19 へ ２. わかりやすい →問 19 へ 

３. 普通 →問 19 へ ４. わかりにくい →問 18 へ 

５. 非常にわかりにくい →問 18 へ  
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問 18. 問 17 で、「わかりにくい」「非常にわかりにくい」と答えた方のみお答えください。 

    「わかりにくい」「非常にわかりにくい」理由を記入してください。 

 

 

問 19. 県から配信される事業や支援に関する情報は、実際の業務においてどのようなタイミングで届いて

いますか。（〇はひとつ） 

１. とても適切なタイミングで届いている ２. ほぼ適切なタイミングで届いている 

３. どちらとも言えない ４. やや遅れたタイミングで届いている 

５. とても遅れたタイミングで届いている  

 

問 20. 支援対象者に行政や支援の情報を届ける際、どのような内容や伝え方があれば、対象者が相談や

支援につながりやすいと感じますか。 

 

 

 

ご協力ありがとうございました。 

回答した調査票は、所属する団体の担当者様へお渡しください。 
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（２）支援対象者調査 

アウトリーチ型情報提供に関するアンケート調査 

（支援・相談経験のある方） 
 

 
 
このアンケートは、より多くの方に支援や相談窓口の情報を届けるための手段を調査し、今後の情報

提供の在り方を検討するために実施するものです。 

個別の事情を詳しく尋ねるものではありませんので、答えられる範囲でご回答ください。 

 

回答時間はおよそ 5～8 分ほど です。 

 

令和 7 年 11 月 

沖縄県  こども未来部 女性力・ダイバーシティ推進課 
 
 

 

 

ご回答いただいた方の中から、 

抽選でデジタルギフト（500 円分）を謝礼としてお送りします。 
応募には、メールアドレスのご記入が必要です。 
アンケートを最後まで回答していただくと、最後にメールアドレスの記入欄がございますので、ご記入をお

願いいたします。 

 

 

＜アンケート調査内容に関する問い合わせ先＞ 

【協力事業者】    株式会社サーベイリサーチセンター沖縄

事務所 

沖縄県那覇市久茂地 3-21-1 國場ビル 9 階 

電話：098-860-0652（平日 10～17 時） 



 

120 

 

 支援や相談の状況                                

 

 

問１. あなたが相談や支援を受けた際に抱えていた困りごとや悩みの内容について、あてはまるものをお選

びください。（〇はいくつでも） 

1. 暴力（DV・デート DV）・家庭内暴力 2. 性暴力、性的虐待 

3. 経済的な困窮 4. 仕事・就職 

5. 妊娠・出産 6. 子育て・生活 

7. 住まいの問題 8. 健康問題（メンタルヘルス含む） 

9. 外国籍に関わる悩み（国際結婚／離婚など） 10. いじめ・ハラスメント 

11. セクシャリティについて（LGBTQ 等） 12. 答えたくない 

13. その他（                                    ） 

 

 

 

 回答者情報                                   

 

 

問２. あなたの性別をお答えください。※自認する性別でお答えください。（〇はひとつ） 

1. 男性 2. 女性 

3. その他（               ） 4. 答えない 

 

問３. あなたの年齢をお答えください。（〇はひとつ） 

12.  20 歳未満 13.  20～29 歳 14.  30～39 歳 

15.  40～49 歳 16.  50～59 歳 17.  60～69 歳 

18.  70 歳以上   

 

問４. あなたの国籍をお答えください。（〇はひとつ） 

1. 日本 2. 外国籍 ⇒ 国名（                  ） 

 

問５. あなたは現在、結婚（事実婚含む）していますか。（〇はひとつ） 

1. 未婚・非婚 2. 既婚（事実婚含む） 

3. 死別 4. 離婚・離別 

 

問６. あなたの職業をお答えください。（〇はひとつ） 

1. 正規の職員・従業員 

2. 非正規の職員・従業員（派遣社員、契約社員・嘱託、パート・アルバイト） 

3. 会社経営者・役員 4. 自営業主 

5. 家族従業員（家業手伝い）・内職 6. 学生 

7. 無職 8. その他（             ） 



 

121 

 

問７. あなたが現在、一緒に住んでいる方はどなたですか。（〇はいくつでも） 

1. 父親 2. 母親 3. きょうだい 

4. 祖父母 5. 配偶者・パートナー 6. 子ども 

7. 孫 8. 親せき  

9. 友人や知人の家を転々としている（安定した住まいがない） 

10. 一人暮らし（同居者はいない） 11. その他（                       ） 

 

問８. 問７で「子ども」を選択した方 

同居しているお子さんの人数をお選びください。（〇はひとつ） 

1. １人 2. 2 人 3. ３人 

4. ４人 5. ５人 6. ６人以上 

 

問９. 問７で「子ども」を選択した方 

同居しているお子さんの年齢をお選びください。（〇はいくつでも） 

1. 0～5 歳 2. 6～12 歳 3. 13～17 歳 

4. 18～29 歳 5. 30～39 歳 6. 40～49 歳 

7. 50 歳以上   

 

問 10. 問７で「孫」を選択した方 

同居しているお孫さんの人数をお選びください。（〇はひとつ） 

1. １人 2. 2 人 3. ３人 

4. ４人 5. ５人 6. ６人以上 

 

問 11. 問７で「孫」を選択した方 

同居しているお孫さんの年齢をお選びください。（〇はいくつでも） 

1. 0～5 歳 2. 6～12 歳 3. 13～17 歳 

4. 18～29 歳 5. 30～39 歳 6. 40～49 歳 

7. 50 歳以上   

 

問 12. あなたの世帯で、家計を主に支えている人はどなたですか。（〇はひとつ） 

1. 自分 2. 主に配偶者・パートナー 

3. 主に親 4. 主に子ども 

5. 複数人（複数世帯）で分担している 6. その他（               ） 

 

問 13 あなたの現在の経済的な暮らし向きは、いかがですか。（〇はひとつ） 

1. かなりゆとりがある 2. ある程度ゆとりがある 

3. どちらともいえない 4. あまりゆとりがない 

5. まったくゆとりがない 6. わからない・答えたくない 
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 不安や悩みの相談について                             

 

 

問 14 あなたは問１でお答えいただいた困りごとや悩みが生じた場合、誰に相談しますか。 

（〇はいくつでも） 

1. 同居の家族 2. 同居していない家族・親せき 

3. 配偶者・パートナー 4. 交際相手 

5. 友人・知人 6. 職場の人 

7. 近所の人・自治会等の地域の人 8. 学校の先生 

9. SNS やインターネット上の友人・知人 10. 公的な相談窓口（県や市町村等） 

11. 民間の相談窓口（NPO 等の民間団体・ボランティア団体） 

12. 警察 13. 弁護士 

14. 医療機関 15. 福祉関係 

16. その他（               ） 17. 誰にも相談しない 

 

問 15 問 14 で「誰にも相談しない」を選択した方 

あなたが困りごとや悩みを誰にも相談しないのは、どのような理由からですか。 

（〇はいくつでも） 

1. 相談できる人がいない 

2. 相談することが恥ずかしい 

3. 相談すると相手の負担になる（巻き込みたくない） 

4. 相談しても無駄である（相談しても解決しない） 

5. 相談することは世間体が悪い 

6. どこ（だれ）に相談してよいかわからない 

7. 相談すればさらに事態が悪化する（DV 悪化の懸念等） 

8. 相談相手の言動によって不快な思いをさせられると思うから 

9. 自分が受けている行為が、支援の必要な行為とは認識していない 

10. そのうち落ち着くと思うから（自分で対処できると思うから） 

11. その他（                                      ） 
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 不安や悩みの相談経路・タイミング                        

 

 

問 16 あなたが、現在もしくは過去において受けていた支援や相談窓口につながった経緯について、あて

はまるものをお選びください。（〇はいくつでも） 

1. Web検索や SNS を活用し、自分で調べて窓口や支援機関とつながった 

2. 電話やメールで相談窓口に問い合わせてつながった 

3. イベントや説明会に参加して情報を得てつながった 

4. 偶然、窓口や支援機関の情報に接触してつながった 

5. 家族、友人、知人、同僚などからのすすめでつながった 

6. 住んでいる地域の役所や福祉事務所などから案内で知った 

7. 支援機関が訪問・電話・DM などで案内を受けてつながった 

8. その他（                                      ） 

 

問 17 あなたが支援や相談窓口につながったタイミングについて、どのように感じましたか。 

（〇はひとつ） 

1. 適切だった 2. やや遅かった 

3. かなり遅かった 4. わからない 

 

問 18 問 17 で「やや遅かった」「かなり遅かった」と選択した方 

あなたが「やや遅かった」「かなり遅かった」と感じた理由について、あてはまるものをお知らせくだ

さい。（〇はいくつでも） 

1. どこに相談してよいかわからなかった 

2. そもそも相談できる場所や制度があることを知らなかった 

3. 窓口や支援機関の情報を得るのに時間がかかった 

4. 手続きや申込みが複雑で、利用までに時間がかかった 

5. 相談に行くことへの心理的なハードルが高かった 

6. 支援が必要な状況であると気づくまでに時間がかかった 

7. 以前に相談したが、断られたり十分な対応が得られなかった 

8. 相談できる時間帯や場所が合わなかった 

9. その他（                                      ） 
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 情報入手について                                 

 

問 19. 困りごとや悩みについて情報を探す際、主にどの手段を利用しますか。（〇はいくつでも） 

1. チラシ・パンフ 2. ポスター 

3. 窓口での口頭案内 4. 出張相談・出張窓口 

5. メール配信 6. インターネット検索（Google／Yahoo!等） 

7. LINE 公式アカウント 8. SNS 広告（X／Instagram 等） 

9. 行政（市町村・県など）のウェブサイト 10. 地域回覧や広報誌 

11. 店舗等での同封・配布（物資同梱） 12. 医療・福祉・教育機関などからの紹介・案内 

13. 知人・友人・家族などからの口コミ・紹介 14. 匿名相談チャット 

15. マスコット・イメージキャラクターを活用した広報 16. その他（               ） 

 

問 20. あなたが普段の生活の中で、支援や相談に関する情報を「見たり受け取った場所」として、あてはまる

ものを選んでください。（〇はいくつでも） 

1. オンライン上（SNS・WEB広告・動画配信・LINE・アプリなど） 

2. 公共施設（役所・図書館など） 3. 病院・クリニック 

4. 学校・幼稚園・保育園 5. コンビニ・スーパー・商店などの店舗 

6. 公共交通機関内（バス・モノレールなど） 7. イベント・フェス・健康診断会場 

8. 住民説明会・ワークショップ  

9. プライベートな空間（例：トイレの個室、更衣室など） 

10. 自宅（郵送・ポスティング・折込など） 11. 福祉サービス利用時（担当者や施設から） 

12. 食品配布・フードバンクなどの利用時  

13. 地域メディア（地域ラジオ・ケーブルテレビ・フリーペーパー） 

14. 口コミ（家族・友人・知人など） 15. その他（               ） 

 

問 21. その情報をどのような「手段」で見たり受け取ったか、あてはまるものを選んでください。 

（〇はいくつでも） 

1. チラシ・ポスターの掲示 2. パンフレット・リーフレットの設置 

3. プリント・資料の配布 4. 封書・ダイレクトメールの送付 

5. 広報誌への掲載 6. ブース・説明会での案内配布 

7. WEB広告（SNS、検索連動型、バナーなど）  

8. メールマガジン・自治体公式 LINE・チャットボット 

9. 匿名相談アプリや LINE 相談サービスでの案内 

10. SMS・プッシュ通知 11. YouTube などの動画配信 

12. レシート広告  

13. マスコット・イメージキャラクターを活用した広報 

14. 口コミ（人づて） 15. その他（               ） 
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問 22 あなたが支援につながる際に、有効だと思う情報提供の手段はどれですか。（〇はいくつでも） 

1. チラシ・パンフ 2. ポスター 

3. 窓口での口頭案内 4. 出張相談・出張窓口 

5. メール配信 6. インターネット検索（Google／Yahoo!等） 

7. LINE 公式アカウント 8. SNS 広告（X／Instagram 等） 

9. 行政（市町村・県など）のウェブサイト 10. 地域回覧や広報誌 

11. 店舗等での同封・配布（物資同梱） 12. 医療・福祉・教育機関などからの紹介・案内 

13. 知人・友人・家族などからの口コミ・紹介 14. 匿名相談チャット 

15. マスコット・イメージキャラクターを活用した広報 

16. その他（                                      ） 

 

問 23 行政からの情報提供があった際に、どのようなメッセージがあれば相談しやすいでしょうか。（○は

いくつでも） 

1. 無料 2. 匿名で相談可能 

3. 秘密は守られます 4. 専門家がいます 

5. 24 時間相談できます 6. オンラインでも相談できます 

7. その他（                                      ） 
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 学び・キャリア講座の利用実態について                      

 

 

問 24 あなたは、次のような「おきなわ女性財団（てぃるる）」が実施する講座やセミナーに参加したことが

ありますか。（〇はひとつ） 

（例：「てぃるる塾」「女性のためのキャリア講座」「起業・就労支援セミナー」「女性のエンパワーメント

に関する講演会」など） 

1. はい、参加したことがある 2. いいえ、参加したことはない → 終了 

3. わからない／記憶があいまい → 終了  

 

▼ 問 24 で「参加したことがある」を選択した方のみ、以下の質問にお答えください。 

 

問 25 その講座やセミナーを「知ったきっかけ」について、あてはまるものをすべてお選びください。 

（〇はいくつでも） 

1. 沖縄県や市町村の広報誌・ホームページを見て 

2. おきなわ女性財団（てぃるる）のホームページを見て 

3. てぃるるの SNS（X、Instagram、Facebook など）を見て 

4. 友人・知人・家族からの紹介で 

5. 職場・勤務先を通じて（上司や同僚からの案内など） 

6. 学校・教育機関を通じて（大学・専門学校など） 

7. チラシやポスターを見て（公共施設・図書館・病院などで） 

8. メールマガジンや LINE 配信で見て 

9. イベントやフェスなどで案内を受けて 

10. インターネット検索で見つけて 

11. 報道（新聞・テレビ・ラジオ）で見聞きして 

12. その他（                                      ） 

 

問 26 あなたは、仕事およびキャリア、学び、地域活動などに関する情報を普段どのような手段で得ています

か。（〇はいくつでも） 

1. テレビ・ラジオのニュースや情報番組 

2. 新聞・雑誌 

3. インターネット検索（Google、Yahoo!など） 

4.  SNS（X、Instagram、Facebook、LINE、YouTube など） 

5. 行政・自治体の広報誌や公式サイト 

6. 公共施設（市町村役場、図書館、てぃるる等）での掲示やチラシ 

7. 勤務先・職場からの情報（回覧、掲示、上司からの連絡など） 

8. 家族・友人・知人などからの口コミ 

9. メールマガジン 

10. イベント・セミナー参加時の案内資料 

11. その他（                                      ） 
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問 27 講座やセミナーに参加しようと思ったきっかけとして、近いものをお選びください。 

（〇はいくつでも） 

1. 自分に関係がありそうだと感じた 

2. 日程や場所の都合がよかった 

3. 費用がかからなかった／安価だった 

4. 主催団体に信頼があった（県・女性財団） 

5. 内容が具体的・実践的だと思った 

6. 周囲にすすめられた 

7. SNS や広告の印象が良かった 

8. その他（                                      ） 

 

 

 

 

 

ご回答いただいた方の中から、 

抽選でデジタルギフト（500 円分）を謝礼としてお送りします。 
応募には、メールアドレスのご記入が必要です。 

 

メールアドレス @ 

 

 

【個人情報の取り扱い】 
 

ご入力いただいた個人情報は、謝礼送付の目的でのみ利用させていただきます。 

ご本人様の同意を得ることなく、第三者に情報を提供することはありません。 

 

ご協力ありがとうございました。 

回答した調査票は、所属する団体の担当者様へお渡しください。 
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（３）潜在対象者調査 
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